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JENESYS2020 日 ASEAN東ティモール・オンライン交流
（Research for the synergy of FOIP and AOIP）の記録

１．概要

【目的】ASEAN諸国及び東ティモールの大学生・大学院生が、日本政府の推進する「自由で開かれ
たインド太平洋（FOIP）」および ASEAN地域の推進する「インド太平洋に関する ASEAN・アウト
ルック（AOIP）」について理解を深めると同時に、アジア大洋州地域の協力や地域の繁栄に向けて、
同世代の青年と意見交換することにより、FOIPへの関心やお互いの連結意識を高めることを主目的
に、本プログラムを実施しました。

【参加者】 ASEAN10か国、東ティモール、日本の大学生・大学院生 計 108名
※ASEAN10か国：インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベ
トナム、マレーシア、ミャンマー、ラオス

【訪問地】 東京都、福岡県

【日程】

日付

訪問地
テーマ・内容 参加者の質問・反応

2021年
12月 10日
東京都

【オリエンテーション】【ウェビナ

ー・質疑応答】【グループワーク】

1. オリエンテーション①
2. グループ別交流（国別）
3. 講義：
「 Cooperation on the ASEAN
outlook on the Indo –Pacific (AOIP)」
講師：外務省アジア大洋州局地域政

策参事官室 主席事務官

林 弘毅氏

4. オリエンテーション②
5. グループワーク（各国混成）

参加者は緊張した面持ちであったものの、

カメラ越しに顔を見せメモを取るなど、熱

心に聴講しました。参加者からは海洋法や

地域の安全保障における若者の役割をどの

ように認識させていくか、国際法を海洋に

適用する上での課題、気候変動緩和につい

てのアセアン諸国の活動をどう考えるかな

どの質問が出され、一つひとつに対して講

師から具体的な説明を受けました。講師か

らは、課題解決に果たす若者の役割の重要

性にも触れられ、参加者への期待の表れと

して印象に残った参加者が多かった様子で

した。

2021年
12月 13日
東京都

【参加者発表】

「自国にとって“海”が意味するもの」

1. 概要説明
2. プレゼンテーション（国別）

12か国それぞれの国で“海”が果たす役割
やメリット・デメリット等について、国別

のグループに分かれ発表を行いました。参

加者は各国の共通点、相違点を見つけると
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3. 質疑応答 同時に、どの国にとっても海が重要な働き

を果たしていることを再認識する機会とな

りました。

2021年
12月 14日
東京都

【ウェビナー・質疑応答】

テーマ：日本と ASEAN地域の関係構
築

1. ASEAN 諸国に活動拠点や事業を
展開する国際機関の概要紹介

2. 国際機関日本アセアンセンター
組織・国際機関従事者のキャリアプ

ラン紹介

講義：

「日本アセアンセンターの活動に

ついて」

講師：国際機関日本アセアンセンタ

ー 調査・政策分析クラスター及び

貿易・投資クラスター担当 ラファ

エリタ・C・カストロ氏
3. 質疑応答
4. グループワーク（国別）
発表計画と報告会準備について

ASEAN諸国出身者が多く働く日本アセア
ンセンターによる講義を、非常に高い関心

を持って聴講していました。参加者からは、

同機関による政策分析・政策提言の実現状

況、ASEAN諸国のデジタル化において、誰
もがアクセスできる状況を実現するための

アドバイス、海洋廃棄物への取り組み等、

講義内容を踏まえた広範囲にわたる質問が

出されました。

講義後のグループ活動では、今後のグルー

プワーク・発信活動の進め方について熱心

に意見交換がされました。

2021年
12月 15日
東京都

【ウェビナー・質疑応答】

テーマ：海洋全般

1. 講義：
「日本の海洋政策とカーボンニュ

ートラル」

講師：内閣府総合海洋政策事務局

参事官 佐藤 勝氏

2. 質疑応答

講師は FOIP政策の推進にも携わった経歴
を持ち、これまでの経緯も含め海洋の安全

保障のための日本の取組みについて紹介さ

れ、参加者は興味深く聴講していました。

参加者からは開発途上国の再生可能エネル

ギーへの移行方法や課題、洋上の風力発電

等の新技術に伴う負の側面と国際紛争への

対応、自然災害による海洋の風力発電への

損害防止のための研究開発等、幅広い質問

が出されました。講師からは、どの質問に

ついても、カーボンニュートラルを達成す

る上での課題解決は一国では成し遂げられ

るものではなく、国際協調の重要性が強調

されました。

2021年
12月 20日
東京都

【ウェビナー・質疑応答】

テーマ：連結性（EPA/TPP）
1. 講義：

日常では、アニメや工業製品等を通して日

本に親しんでいる参加者にとって、データ

に基づいた日本とアジアの関連性や、複雑
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「日本と東南アジアの経済関係」

講師：早稲田大学大学院アジア太

平洋研究科 鍋嶋 郁氏

2. 質疑応答

に絡み合う経済協定等が自国や地域に与え

る影響についての説明は大変興味深いよう

で、知的刺激を受けた様子でした。参加者

からは自由貿易協定の負の側面、CPTPPへ
の中国・米国の参加の可能性や RCEPが日
本に対してどういった機会を与えるのか、

米中関係が日本や ASEAN諸国に与える影
響などについて質問が出され、世界の中で

自国の立ち位置や将来の方向性についても

考えを巡らせていることが伺えました。講

師からはそれぞれに対して、非常に丁寧に

回答がありました。

2021年
12月 21日
東京都

【ウェビナー・質疑応答】

テーマ：法の支配

1. 講義
「海洋法・国際法と海洋環境の保

護」

講師：東北大学大学院法学研究科

教授 西本 健太郎氏

2. 質疑応答

参加者からは、東南アジアにおける海洋保

護を目的とする地域協定締結の促進に必要

なこと、陸上で発生した廃棄物が海洋投棄

物のかなりの部分を占めているが、違法に

投棄を行う国に対しての対応策や、この問

題が起きる根本原因、統一した法規制がで

きない理由など、国際協調ができない現状

に対しての疑問を中心に質問が出されまし

た。講師からは各国の利害が絡みあう問題

の背景の説明と同時に、参加者のような若

者が主体的に行動する重要性が強調されま

した。

2021年
12月 22日
福岡県

【視察・質疑応答】

テーマ：法の支配

1. 視察
「TSUYAZAKIBASE CAMPから学
ぶ廃プラリサイクル事業」

講師：SUYAZAKI BASE CAMP兼
アグリフィールズ合同会社 CEO
代表 古川 隆邦氏

2. 質疑応答

プラスチック廃棄物をリサイクルするビジ

ネスを展開している会社をバーチャル訪問

しました。参加者からは、一年間でリサイ

クルが可能な量やプラスチック廃棄物の洗

浄過程、リサイクルできない素材等、具体

的且つ技術的な質問から、起業時に大変で

あったこと、長期的なビジネス展望やプラ

スチック公害への影響等まで、幅広い質問

が出され、参加者の関心の高さが伺えまし

た。講師からは「努力して、いろいろなこ

とに挑戦して成功と失敗を繰り返して、何

かを与えられる人になってほしい」という

メッセージが寄せられました。
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2022年
1月 7日
東京都

【その他・文化交流】

参加者交流・オンライン文化祭

※任意参加プログラム

参加者同士が文化交流する場として、お国

自慢及び文化紹介を行いました。日本人の

参加学生から、様々な文化が紹介され、

ASEAN等の参加者は大変楽しんでいまし
た。

2022年
1月 10日
東京都

【視察・質疑応答】

テーマ：連結性（EPA/TPP）
1. 視察
「Patimban Port Development
Project」
講師：国際協力機構（JICA）イン
ドネシア事務所 鈴木 秀幸氏

2. 質疑応答

質疑応答では、「新型コロナウイルス感染症

により工期・完成に遅延が生じたか」「港で

不法な密輸品の入国をどのように防ぐこと

ができるか」といった具体的な質問が寄せ

られました。参加者からは、「地域の産業が

繫栄するように海上能力を改善・保護する

ことの重要性について理解できた」との声

が聞かれました。

2022年
1月 11日
東京都

【視察・質疑応答】

テーマ：海洋全般

視察先：東海大学海洋学部

齋藤寛海洋学部長他 4 名及び日本人
大学生・留学生との交流

事前に受け付けた質問に関する回答を含め

ながら、大学の概要や研究内容について説

明を受けました。海洋学部が教育・研究活

動に使う船「望星丸」を使う教育プログラ

ムやコロナ禍の影響、海洋汚染による海の

絶滅危惧種への影響に対する対策、海洋災

害に関する学部の有無など、幅広い質問が

出されていました。また、同大学の学生と

留学生から学校生活についての発表があ

り、日本の学生生活を知る良い機会となっ

たようで、「日本への留学を真剣に考えた

い」との声が聞かれました。

2022年

1月 13日

東京都

【報告会】

1. 挨拶
ASEAN日本政府代表部 児玉 良

則次席公使

2. グループ別ビデオ発表
「プログラムで学んだことと今後

の活用について」

3. グループ別プレゼンテーション
「情報発信回数と内容」「今後の協

力関係促進について」

4. 講評

「海洋」「連結性」「法の支配」の 3つから
各グループ１つのテーマを選び、10日間
の中で得た学びの成果と今後の活動につい

てビデオとパワーポイントを使って発表を

しました。どのグループも、多国から成る

グループ活動の楽しさと、今後も協力関係

を継続する重要性について強調していまし

た。また、プログラムを通じて、小さなこ

との積み重ねが大きな成果につながること

を実感したと述べた参加者が複数いたこと

が印象的でした。
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２．記録写真

2021年 12月 10日【ウェビナー・質疑応答】FOIP
及び AOIPの大枠、日本の活動に関する講義

2021年 12月 13日【参加者発表】お揃いの背景
で記念撮影をする様子（タイ）

2021年 12月 14日【ウェビナー・質疑応答】
講義の様子

2021年 12月 15日【質疑応答】洋上の風力発電
などの新技術に伴う負の側面の質疑応答する様

子

2021年 12月 20日【ウェビナー・質疑応答】
投影資料に目を見張る参加者とコミュニケーシ

ョンをとりながら講義を行う講師

2021年 12月 21日【ウェビナー・質疑応答】
国際協調ができない現状に対しての疑問につい

て等の質疑応答の様子

2021年 12月 22日【視察】自社内の工場にて、プ
ラスチック再生・成形・製品化までの実演を行う講

師

2022年 1月 10日【視察】インドネシア・パティンバ
ン港開発の状況をプレゼンする講師
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３．参加者の感想（抜粋）

u 東ティモール 大学生

今日、私たちは各国、特に東南アジア地域の国々で「海はそれぞれにとって何を意味しているか」

について多くの興味深いことを学び、東南アジア地域の各国の海に関する興味深い事実を知ること

ができました。

u ミャンマー 高校卒業生

日本の海洋政策とは何か、そして日本政府がカーボンニュートラルプロジェクトをどのように計画

しているかを学びました。すべての ASEAN諸国は、特に汚染に関する環境問題を防ぐためにこの
プロジェクトを実施する必要があると考えます。

u 日本 大学生

質問している方もいましたが、国際協力の必要性で、共存(coexistence)と協力(cooperation)が大事
なのは、海が繋がっているからだと言うことを改めて再認識しました。また、様々な問題は時代を

追うごとに出てくるため、次世代の担い手となる若い世代が関心、及び高い意識を持って個々の事

例を考えていかねばならないと考えさせられました。

2022年 1月 11日【視察】海洋鉱物資源や人間
社会と自然環境の共存について講義を行う講師

2022年 1月 13日【報告会】SNS投稿の活動な
どについて報告する参加者たち

2022年 1月 7日【その他・文化交流】ブルネイ
の祝日について紹介する参加者と興味深く聴き

入る他の参加者たちのようす。（任意参加イベン

トとして参加者同士が交流する場として、お国

自慢・文化紹介する文化祭を設けた）

2022年 1月 7日【その他・文化交流】あやとり
をパフォーマンスする日本人参加者
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u ラオス 参加学生

講師はインドネシアへの ODAや JICAについて、港湾部門概要、パティンバン港建設に関し多く
を話してくださいました。

非常に大規模で困難な工事であることやその目的等建設状況を目の当たりにしました。ビデオは

様々な工程を示しており、事業の完成前後を見ることができました。

全ての工期を終えるのに 2年から 4年かかるというのは驚きでした。大規模で困難な工事なので成
功するためには、それくらい待つ価値があるかと思います。この事業がどのような変化をもたらす

か、どのように熱心に取り組んでいるかを満喫しました。素晴らしい時間でした。感謝していま

す。

u カンボジア 参加大学生

8日目はこれまで（のプログラムの中でも）最高でした。リサイクル手法の代替案を垣間見ただけ
でなく、プレゼンテーションにも訪問企業の創業者である講師の人生と情熱が詰まっていました。

今回は遠く離れたところからの参加でしたが、いつか是非、講師の企業へ訪問し、プラスチックの

リサイクル活動に携わってみたいです。

u フィリピン 参加大学生

講師から非常に刺激を受けました。私は環境工学を学んでおり、廃棄プラスチックを別の形で利用

することにより廃棄物の削減へ貢献するというアイデアに、インスピレーションを受けました。津

屋崎ベースキャンプは素晴らしいです！

u フィリピン 参加大学生

古川氏の意思と決意、そしてリサイクル事業のプロセスや取り組みについて私達学生を導いてくれ

る生き生きとした態度を私は決して忘れません。彼の環境教育推進への取り組みは、私の目標と、

今後私のコミュニティのために何をしたいのかを考えるきっかけになりました。

u フィリピン 参加大学生

港湾開発事業の説明は、インド太平洋地域の重要な分野である海運改善に関して様々な要素を考慮

した大変興味深いモデルでした。貿易産業での海運を改善する上で、各国の将来の計画を先読み

し、精査することが適切だと感じました。

u インドネシア 参加大学生

私の母国インドネシアにとって日本は重要な国であることに気づきました。日本はインドネシアに

多くの投資機会を提供してきましたが、今回は西ジャワ州のパティンバン港の事例を学びました。

この港は主要港であるジャカルタのタンジュンプリオク港を支える国の大規模開発事業のひとつで

す。そして、輸出、特に自動車産業の輸出を重視する国への舵きりを証明するものでもあります。

日本とインドネシアがこのような温かい健全な関係を続けられることを望みます。

u マレーシア 参加大学生
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津屋崎ベースキャンプからの講義は、素晴らしく惹きつけられるものでした。廃棄プラスチック事

業に刺激を受け鼓舞されました。そして、環境破壊の危機を防ぐためには、創造力及び自己の知識

の両方を駆使することが大切だということを学びました。

u アンケート調査回答（抜粋）

（１）今回のオンラインプログラムに満足しましたか？

（２）このオンライン交流に参加し、訪日への期待は高まりましたか。

（３）今回のオンライン交流で印象に残った内容は何ですか。（複数選択可）
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（４）プログラムに参加する前と後で、日本の外交政策についての理解はどのように変わりました

か。

（５）プログラムに参加する前と後で、日本に関する興味関心がどのように変わりましたか。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

参加前

参加後

とてもよく理解できた よく理解できた 理解できた あまり理解できなかった 理解できなかった

0 10 20 30 40 50 60 70 80

参加前

参加後

日本語や日本文化の学習

とても興味がある 少し興味がある どちらともいえない あまり興味がない 興味がない

0 10 20 30 40 50 60 70 80

参加前

参加後

日本への留学

とても興味がある 少し興味がある どちらともいえない あまり興味がない 興味がない

0 10 20 30 40 50 60 70 80

参加前

参加後

日本での就職

とても興味がある 少し興味がある どちらともいえない

あまり興味がない 興味がない
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４．受入れ側の感想（抜粋）

◆ 講師

意欲的な学生に多く触れ合う機会があり、大変満足しています。

u 講師

講義開始前のわずかな時間も使って JICEスタッフが参加者とコミュニケーションを図っていたの
は、オンラインという制約がある中で色々と工夫されていると感じました。

u 視察先

オンライン体験ツアーは複数回経験していますが、複数国の参加者に対応するよう翻訳＆複数回線

に慣れてなく、受講生のリアクションや表情を見ることができなかったのが残念です。参加者の反

応を確認することができたら、更に良いパフォーマンスができたと思います。今後、改善していき

たいと思います。前職で海外への提案をしていたことを活かし、英語で説明できるよう自分自身も

勉強したいと思います。

５．参加者の対外発信

◆ アンケート調査回答（抜粋）

オンライン交流中または参加後に、プログラムへの参加の感想、日本の魅力や日本事情について

SNS等で何回発信を行いましたか。
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５．発信事例

2021年 12月 10日（Facebook）
【初日の感想（タイ参加者）】

タイの参加者として JENESYSのオンライン交
流プログラム（テーマ：FOIP）に参加し、初日
を迎えました。外務省アジア大洋州局地域政策

参事官室首席事務官の林弘毅氏から、ASEAN諸
国の AOIP（インド太平洋に関する ASEAN・ア
ウトルック）について学び、この協力がいかに

重要であるかをより深く理解する素晴らしい機

会となりました。

AOIPには、海上安全、連結性、SDGs、経済お
よびその他の協力分野を含む 4つの主要分野が

あることを皆さんにお伝えします。そして、私

が学んだ事例を見たい方は、YouTubeのリンク
を添付しましたのでご覧下さい。

さらに、タイの参加者と各国の参加者混成の 2
つのグループワークがありました。また、次回

はプレゼンテーションを行います。私のグルー

プは現在、プレゼンテーションの準備に取り組

んでいます。

2021年 12月 14日（Facebook）
【初日の感想（グループ 5）】

JENESYSのおかげで、さまざまな国の人々と
出会う機会があります。新型コロナウイルス感

染症の蔓延により、皆が苦労しています。です

が、本プログラムは日本と ASEANの絆を深め
ることが目的であり、私たち全員が本プログラ

ムの一員であることに感謝しています。

今日、私たちは日本と ASEAN諸国の強力な関
係について多くのことを学びました。日本と

ASEAN諸国は 50年以上にわたって平和と安定
のための協力的パートナーシップを築いてきま

した。 日本は、地域協力のハブとして機能し、

緊密に統合している ASEAN諸国 が、東アジア
諸国の安定と繁栄にとって重要であると考えて

います。

私たちは、民族的背景、宗教、性別に関係なく、

情報を得て、発信し、共有するために参加して

います。一丸となって AOIPと FOIPについて学
びます。これは、より良い未来のために、そして

ASEAN諸国のために私たちができることです。
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2021年 12月 15日（Facebook）
【4日目の講義を受けて（日本の洋上風力）】
日本は自然エネルギー資源が限られている国で

あり、火力発電と原子力発電が主要な発電源と

なっています。 2012年に導入された固定価格
買取制度（FIT制度）により、再生可能エネルギ
ーの発電が発展しました。

また、潮力発電は発電源として将来的に非常

に有望です。潮汐は風や太陽よりも予測可能で

あると考えられています。日本で最初の潮力タ

ービンは 2021年 2月に始動しました。

2021年 12月 15日（Facebook）
【乱獲について（グループ 2）】
はじめに、今後の投稿やプレゼンテーションで

私たちが扱うテーマ「乱獲」を紹介します。これ

は「海洋」というテーマの範疇にあります。

ここでは「乱獲」に関連する事実、課題、政策

イニシアチブ、および推奨事項に関するすべて

の関連する詳細を共有したいと考えています。

今日の記事と推奨される政策の枠組み：

東南アジアには世界で最も多様な海洋生態系

の 1つがありますが、乱獲と破壊的な漁業はそ

の持続的な存在を脅かしています。東南アジア

での乱獲と破壊的漁業の多くは、違法、無報告、

無規制で行われる漁業（IUU漁業）に起因して
います。IUU漁業は地域全体で行われており、
違反を行う者は地元の小規模漁師から商業用ト

ロール漁船で行われる大規模企業の関係者にま

で及びます。

主な問題は、多くの国々の漁業規制の弱さと、

管理に関する協力の欠如です。また、海洋生態

系に関連する科学的根拠に基づく知識が大幅に

不足しています。知識や情報を提供する政策が、

漁業管理の健全なモデルの確立につながるでし

ょう。
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６．最終報告会でのアクション・プラン発表

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE)

Group 1 Group 2 Group 3 Group 4

Group 5 Group 6 Group 7 Group 8

Group 9 Group 10

◆ 参加者の発表（抜粋）

・私たちは海に大きく依存していますが、今 IUU漁業（違法・無報告・無規制漁業）による乱獲
で海洋の生物多様性に影響が出て長期的な経済損失や環境破壊が心配され海の安全保障の脅威に

なっています。この問題解決のためには、海洋パトロール実施、国際的な基準の整備、保護区域の

設置、開発途上国への支援など各国の協力が求められます。

・SNSを活用して、私たちのグループは、プログラムからの学びや気づきだけでなく、日本と東
南アジアの食文化、行事、日本語レッスン、お薦めアニメなどを発信してきました。今後もこのプ

ログラムでの経験や JENESYSについて発信し続けたいと思っています。
・Connectivityにはインフラ投資、人材開発、貿易推進、文化交流等、様々な側面があることや
Connectivityが国際政治や国際経済で中核となる役割を果たすことを学びました。
・プログラムを通じて日本と東南アジアが海から多くの恩恵を受けていると改めて気づきました。

貴重な観光資源でもある海が海洋プラスチック廃棄物や魚の乱獲など様々な危険にさらされてい

ることを知り、協力して海洋環境保全のために行動を起こさなければいけないと思いました。

・各国の連携を強めるには外交レベル、NPOや NGOを中心とした市民レベル、学生交流や文化
交流など様々な層での交流が必要ですが、若い私たちが主体的役割を果たしていく必要があると

思いました。

・国の経済成長には各国間協力と連携が非常に重要であることや、RCEPの導入背景、重要性や
目的もこの一環であることを学びました。


